
市民目線、生活者起点、
納税者納得が判断基準

平成27年12月議会に提案され、特別委

員会で審査された「第五次北本市総合振

興計画」は、市の最大の課題である人口

減少問題に適切に対応していない理由で、

平成28年６月議会で全会一致で否決され

ました。われわれ市民の力は、「人口減

少と超高齢社会に対応するリーディング

プロジェクト」を提案しました。その後、

議会からの提言を基本に、人口減少に具体的に対応する

「リーディングプロジェクト」を加え可決しました。

平成29年度一般会計予算のうち、荒川河川敷に計画した

パークゴルフ場設計図と遊歩道及び桜国屋のトイレと駐車

場の測量費などを予算書から削除し修正をしました。パー

クゴルフ場設計図費用は1,325万円ですが、整備費は２億2,

000万円。維持管理費が毎年2,000万円赤字になるとの説明

でした。高齢者の趣味と健康には別の方法を提案しました。

高校野球で地域を活性化、野球場来訪

者で経済振興が謳い文句の、市営野球場

の防球ネットの整備（１億５千万円）に

反対しました。野球場は場外ボールが危

険ということで硬式球使用が禁止され、

北本高校野球部から要望が出されていました。市長は、高

校野球で地域を活性化するという理由で予算化しましたが、

高校野球の練習には高額な防球ネットでなく、大型のバッ

ティングゲージ（500万円位）でも十二分に可能です。見直

すよう求めましたが拒否しました。１億５千万円です。

平成29年６月議会に。年間12万人（延

べ）、800万円の駐車場利用料がある「市

営駅東口駐車場」を、ホテル建設のため

廃止するという議案が出されました。多

くの利用者から「廃止しないでください」

と要望され、われわれ市民の力は利用者市民と一緒に反対

しました。ホテルは駅前の民地に建設すること。30年間の

定期借地権は、その間事業所が倒産などが起きた場合、更

地で返還されない可能性があることから、見直すよう要求

しました。一度否決した後の臨時議会で、反対していた議

員が賛成に回り可決し、今年ホテルが開業しました。

●議員の親族が付属機関の委員任命議案に反対
公職者である議員の親族は、直接利害関係にあるので、本来提

案すべきではありませんが、現王園市長は「公私」の区別があい

まいです。採決で、議長が当該議員を「利害関係者」と除斥（退

席させた）したことでも明らかです。北本市で初めてです。

●公立保育所再編で定員減に父母の要請受け活動
市長が突然石津市長が計画していた保育所再編問題を言い出し

た。父母の方らから要請を受け、深井保育所の存続と、中央保育

所の立て替え後栄保育所閉所で決着しました。

●桜国屋リニューアル計画(2億円超)に中止提言
市長は桜国屋に３億円近い税金で整備する計画を策定しました。

現在の桜国屋15年前1億8千万円で整備し年間使用料が100万円で

す。さらに3億円投入。中止を要求しました。

●久保区画整理事業の問題点を明らかにした
事業開始から22年間、進捗率が40％弱です。遺跡の保存を理由

にしていたが、実態は資金不足で計画がずさんそのものです。久

保地区の住民に多大の迷惑をかけています。市長に、事業の縮小

含め早期完了への対応を求めました。

●現王園市長の問責決議に賛成
女性副市長登用などの公約不履行、学歴詐称問題、議案の提出・

撤回などで議会を混乱させたとして、問責決議が全員賛成で可決。

第５次北本市総合振興計画修正

平成29年度予算一部（パークゴルフ場

設計図、遊歩道測量費など削減）修正

野球場の防球ネット整備に反対

ホテル建設で東口駐車場廃止に反対

北本市議会議員（市民の力 代表） 北本市議会議員（市民の力 幹事長）

われわれ「市民の力」は、平成27年６月議会から平成30年９月議会までに、市

長が提出した議案239件に対し、賛成は227件で95％。反対・修正したのは12件

で５％でした。われわれ市民の力は、確信をもって賛成し、修正し、反対しました。

その主な政策と議案の反対・修正の理由と市民の力の主張について以下に述べます。


